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2001 年大阪教育大学附属池田小学校での痛ましい事件を契機に、児童・生徒の命を守る

「防犯」への配慮が、学校において重要視されるようになってきている。事件発生当初は｢開

かれた学校｣を推進することへの憂慮から、校内立入者の管理体制厳格化が図られたが、近

年ではクローズ化一辺倒では問題解決にならないと認識されつつある。また、1995 年の阪

神淡路大震災での経験から、地域コミュニティーの核としての学校の役割も無視できない。 

このように学校は多元的存在として、多面的な要件を満足させることが要求されている。

そこで、学校建築について学校教育黎明期から現在までの流れを点検し、学校危機という

観点から、「見せる学校」という学校建築のあり方について提案する。 

 

キーワード：学校建築、開かれた学校、地域、見せる学校、学校危機 

 

Ⅰ．はじめに 

 

学校建築はこの 20～30 年ほどの間に大きな変化を遂げてきた。その起爆剤となったの

がオープンスペース、学校の複合化といえるであろう。「一斉画一授業」から脱却し「個に

応じた教育」へという教育改革の動きがその根本にあった。それにより量的整備が一段落

した時期において、豊かな生活環境、地域に開かれた学校づくりという課題と併せて、学

校施設は変わり始めた。 

地域に開かれた学校づくりという側面では、1995 年の阪神淡路大震災において、学校が

避難場所として多くの避難者を受け入れた時に、その課題を大きく露呈することになった。

社会問題として大きく取り上げられた老人の孤独死や、コミュニティー再生等の課題から、

学校建築は充分な耐震強度が不可欠であるだけでなく、地域コミュニティーの核としての

役割を担う必要性が示された。つまり地域社会に貢献し、地域に開かれた学校づくりをす

ることで、地域コミュニティーを再生させることが大いに期待されたのである。 

この開かれた学校という理念は、1999年 12月 21日日野小学校での児童殺害事件及び、

2001 年 6 月 8 日大阪教育大学附属池田小学校での児童無差別殺傷という痛ましい事件に

よって、その内容を再考する必要に迫られた。これらの事件を契機に、学校の安全につい

http://ja.wikipedia.org/wiki/2001%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/2001%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/6%E6%9C%888%E6%97%A5
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て従来の事故防止の視点だけではなく、事件防止という視点が加わり、児童・生徒の命を

守るためには、「安全・安心」だけではなく、｢防犯｣をも重要視しなければならなくなった

からである。つまり、｢開かれた学校｣というスローガンのもと、オープン化をすすめてき

た事が、結果としてこのような痛ましい事件を引き起こしてのではないかと懸念されたの

である。しかし時間の経過とともに、「防御する事＝閉鎖（閉ざす）」ではないこと、すな

わちクローズ化一辺倒では問題が解決されないことが、徐々に認識されてきている。 

今、全国各地で進行中の既存施設の耐震性確保が完了したあとを見据え、子どもの学び

と生活の場としての教育環境のあり方、小中及び中高一貫校による学習指導要領の効率化、

地域運営学校を含めて地域と学校との連携、地球環境教材としての位置付けなどが整備目

標とされている。また、ICT(Information and Communication Technology)化や特別

支援教育の包括的学校づくりも大きな課題となっている。つまり、今後の学校施設整備の

課題は、多面的、横断的に広く横たわっている。そこで設計者には、数十年のスパンにお

いて、その地域・学校が理想とする教育が何であるかを明確にし、それを実現する学校施

設・環境像を描くことで、理想の学校建築を具体化することが求められる。[8] [9] 

学校危機という命題について建築として考えるとき、その背後にはいままでの学校の共

通的理解がなければならない。次の章ではこれまでの学校建築を見てみる。 

 

Ⅱ．学校建築のはじまり 

 

近代的な教育制度や教育課程が日本に導入されたのは、明治 10～20 年代である。一定

の学級、授業時間、担任による教科別授業というような教育システムが、当初は、お寺や

校長先生の住宅で展開された。場所によっては、外人建築家の設計になる疑似洋風の近代

的校舎を建てた所もあり、それらは明治建築として私たちの郷愁をさそう丈化財になって

いる優れた例も多いが、全国的にみれば大変に格差が見られる時期であった。このような

学校建築の状況は、ようやく明治 27 年に「学校建築図説明及び設計大要」という、今流

に言えば学校建築の標準設計の制定によって、全国的に統一されることになった。                                     

日本の学校の教室の大きさの「四間×五間」となったルーツはこの標準設計にある。廊

下の片側に教室を並べる、いわゆる片側廊下型の校舎を、校地の北側に配置するという配

置上の不文律もこの中に示されていた。その他、窓の大きさ、天井高など多くの規定があ

るが、これによって、木造校舎、とくにその“まどり”はひとつの形に統一されることに

なった。次に、この木造校舎で復興が始まった戦後の学校建設は、やがて鉄筋佼舎一辺倒

ということになる。そして、今ある多数派の鉄筋校舎は、すべてが、昭和 25 年につくら

れた「鉄筋コンクリート造校舎の標準設計」によって計画・建設されるという結果になっ

たが、この内容は、木造校舎のルーツを鉄筋校舎向きに改訂したものであり、明治からの

学校建築の流れは「七 m×九 m」の教室、片側廊下型の鉄筋校舎にそのまま引き継がれた。

もちろん画一化のなかにあっても、教室の室内環境は改善されたり、仕上げや設備面にも

格段の向上が計られてきた。さらに全国津々浦々まで、一定のレベルの学校を建設しつく

すことができたということは凄まじい功績である。 

しかし、この建設の流れによって、学校種別にかかわらず、どの地域・地方でも、学校

建築が画一的・定形的な在り方の中に置かれるようになったことも確かである。[1] 

次の章ではそんな中でも学校建築のエポックメイキングと考え得る作品例を見てみるこ

とにする。 

http://www.sophia-it.com/content/Information+and+Communication+Technology
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Ⅲ．学校建築の作品例 

 

今後の学校建築を考える上で重要になってくるのが、これまでの学校建築のあゆみであ

る。明治時代から今日までの学校建築の経緯の中で、色々と変化してきたそれぞれの時代

の代表作の例を恣意的ではあるが見てみる。 

 

１．学制施行後に最初に開校した学校の一つ 見付学校 

所在地 静岡県磐田市見付  棟 梁 伊藤平右衛門 

 

明治 5 年 8 月、「学制」の頒布を受け、見付学校は、明治 6 年 8 月見付町内の寺院を仮

校舎として開校し、明治 7年正月早々、見付町民協議の上学校を新築することに一致した。 

当時、近村の坊中学校はすでに建設工事が進行中、西之島学校も工事計画中であり、後に

「遠州三大学校」と呼ばれる三校の、洋風校舎の新築競争が始まった。  

見付学校では、他の二校を凌駕するような校舎を建てる計画があり、施工棟梁の人選に

ついては、折よく淡海国玉神社の仕事に来ていた名古屋の堂営棟梁・伊藤平右衛門が推挙

された。 平右衛門は代々尾張徳川家の御被官大工の家柄で、東本願寺大師堂の建築にも携

わった優れた大工匠であり、町民一同この人選に満足し、設計並びに施工請負を依頼した。 

平右衛門は東京・横浜に赴き調査研究し、敷地の選定については、建物をいやが上にも

高く立派に望み見られるような町の街道筋より一段高い、淡海国玉神社境内の街道に面し

た凸瑞に、遠州横須賀城の石垣石を以て基礎工事を行う計画をした。そして、明治 7 年 10

月校舎新築に着手、翌 8 年 1 月 11 日上棟式を挙行、同年 8 月 7 日落成式を挙げて、同日

使用開始のはこびに至った。第一期工事としては、本校舎、桁行 12 間、梁間 5 間 2 階建

上に 2 階塔屋付、塔屋突針頂上までの高さ 21.232m を建設した。なお、便所その他付属建

物もあったと思われるが、古い記録 もなく不明である。 

また、明治9年10月に第二期工事として本校舎東側に平屋建て40坪の校舎増築があり、

明治 16年 3月には本校舎狭隘となり、第三期工事として現建物の塔屋は現状のままとし、

2 階上へ 3 階増築に着工し、同年 8 用竣工 、塔屋を加えて 5 階となった。このようにして

完成した校舎も大正１１年に閉校し、その後見付高等裁縫女学校、准教員養成所、陸軍病

院見付分院、健康保健組合立磐田病

院等を経て、昭和 28 年 9 月より磐

田市立郷土館として使用。 

昭和 44 年 4 月 12 日、隣接する

江戸末期の私設図書館磐田文庫とと

もに国の史跡指を受け、昭和 50 年 1

月に解体修理工事に地着工、同 52

年 3 月完了した。平成 4 年 1 月には

名称を磐田市旧見付学校に変更、教

育資料館として現在に至っている。

[7] 

                                             図 1 見付学校外観 
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２．目黒区立八雲小学校分校(現目黒区立宮前小学校) 

所在地：東京都目黒区  設計 八雲小学校設計グループ  竣エ 1955 年（昭和 30 年) 

 

戦後間もない時期に、学校建築計画研究の初期の成果を実際に展開した記念碑的な校舎

である。 厳しい面積条件(約 1 坪/人)、コスト制約(3.5 万円/坪)の中、それまでの学校校舎

の、画一化、定型化の厚い壁を打破し、様々な計画的提案、工夫を試みた。即ち、「明治以

来の片側廊下型校舎では、大きな面積を占める通路部分の面積を少なくし、その分教室や

児童の使う居室を増やし、採光、通風、落ち着きのある新しいタイプの教室をつくり得る

ユニットプラン」を考えると言うものである。 

こういう目標に適う画一的でない校舎は、検討してみると、いろいろ考えられることが

当時分かったが、その中でのプロトタイプとも言える案が、この八雲小学校分校に適用さ

れた。低高分離を提案した配置計画にもとづき、この 2 階建て高学年校舎建設後、きらに

平屋建てとハイサイドライトを持つ望ましい教

室まわりを考えた低学年校舎力健設され、宮前

小学校という独立校になった。 

この頃の公立学校はほとんど木造だったが、

木材資源の合理的使用と、学校校舎の不燃化を

目標に、ようやく建設され出した RC 造校舎と

平行して、鉄骨造校舎の研究が進められ 各方面

の協力を得て大掛かりな実験など加えながら、

その施策第一号となったのが、この八雲小学校

分校である。 

鉄骨造の校舎は、その当時すでにイギリス等

で開発・実践が進んでおり、住宅分野で始まっ

ていた量産・組み立て方式を学校建築に導入す

る必要性が叫ばれる中で、その足がかりを求

めたこの八雲小学校における研究・実践は、

計画、構造の両面において大きな意義を果し

図 2 八雲小学校分校の外観と内部 

上：鉄骨とスチールによるエレベーション 

左下：教室の全面展開 

右下：バッテリータイプの階段部分の見上げ 

図 3 八雲小学校分校平面図  左：校舎配置平面図 右：高学年校舎のユニットプラン 

 



前田：開かれた学校から見せる学校へ 

 

 60 

たと言えるであろう。[7] 

３．本格的な学校開放計画の事例 神戸市立高倉台小学校 

所在地 兵庫県神戸市  基本構想 アルパック＋神戸市  実地設計 高橋建築事務所 

竣工 1973 年 

神戸市は、1965 年から学校開放を進めてきた。 

高倉台小学校は、学校開放を徹底した「学校公園」として、一近隣住区のほぼ中心に近

隣公園と隣接して配置された。 建築設計に際し、教育委員会、公園部、営繕部学校建設課、

開発局計画課による作業チームが設けられた。 

計画のポイント 

① 小学校と近隣公園の相互利用 

「小学校の授業時間内の公園利用はご遠慮ください」という立て看板が立てられていた。 

逆に、午後 3 時半以降の学校は地域に移り、教職員は使えない。 

② 開放ゾーン、非開放ゾーンの設定 

 校庭 (サブグランド)、体育館、図書館、音楽室、プールなどを市民開放。 

③ 高低分離 

児童の発達段階を考慮し、低学年は平屋建て校舎とサブグランド・ 高学年は 2、3 階建て

校舎とメイングランド(近隣公園:l・5 ヘクタール)を使用する。 

④ 隣公園には国際試合も可能な広さのサッカーグランドをとる。 

計画の満足度 

サッカー、少年野球、卓球、社交ダンス、剣道、コーラス、健康教室……等、学校開放は

格段に活発に行われている。 

「設備は古くなったが、学校公園として優るものは市内に無い。 管理上の課題も特に無い。 

あえて言えば出入口が 8 力所もあって、学校の顔が無いのが気になる」という。[7] 

   

 図 4 航空写真で見る高倉台小学校    図 5 高倉台学校公園基本構想図 

上：学校周辺  下：学校全景 
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４．わが国のオープンスクール最初の例 加藤学園初等学校 

所在地 静岡県沼津市  設 計 模総合計画事務所  竣 工 1972 年 

 

この初等学校では、オープンシステムの教育プログラムにより、ノングレード(無学年)、

チームティーチング(複数教師による指導)の方法を組み入れ、子供たちそれぞれの才能を

最大限にのばすべく、弾力性のある教育が展開される。 そのため施設的には、オープンな

広い空間の集合によって柔軟に対応し得る構成となっている。 

クラスルームは従来の教室の 4 倍の広さをもち、最大 l00 人から、少人数のグループに

よる個人指導まで、ホワイトボードの可動間仕切りや家具によって、フレキシブルに利用

される。 中央に位置する学習センターは、エントランスホール、図書室、展示ギャラリー

と一体化されており、各種の学習、活動の中心となっている。また早期英語、芸術教育に

よる才能開発のために、特別教室の充実化が図られている。 

オープンシステムの要求する開いた空間構成をもちながら、いかに自立性のある領域を

設定していくかが、設計の課題であった。ここで学ぶ子供たち、教える先生にとって「わ

れわれの家」というイメージのもてる場を提供したいと考えた。そこでプログラムが互求

する大きな空間を、視覚的に結びながら、同時にそれぞれのプライバシーを与えるものと

して中庭が用いられた。中庭は採光源であると同時に見る庭であり、お互いのプライバシ

ーを確保しながら視覚的に領域を分かち合うという、透明な壁の役割を果たしている。 

オープンな空間は、十分な吸音効果を要求するため、カーペットが広範囲に使われた同

時に建具、窓台、家具等のデザインを子供のスケールに合わせ、床に近い空間への意識を

強めており、かつての寺小屋のような床に坐る生活の可能性が試みられた。 また、特別教

室とクラスルームに囲まれたルーフガーデンは、船の甲板のように、子供たちにとって親

しみのある遊びと学習の場として積極的に活用されている。[7] 

 

   

図 6 加藤学園初等学校写真         図 7 加藤学園初等学校平面図 

 左上：校舎全景  右上：オープンルーム   右上：オープンルーム平面図 

 下：オープンルームの子どもたち       左下：1階平面図 右下：2階平面図 
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５．公立学校のオープンスクール最初の例 福光町立福光中部小学校 

所在地 富山県福光町  基本設計 長倉康彦十福見建築設計事務所  実施設計 福見

建築設計事務所 

 

昭和 40 年代には、オープンスクール(米)、インフォーマルエデュケーション(英)など、

一人一人の学習者の側にたつシステムと環境を構築する学校変革の動きが始まっていた。 

「開かれた学校」という目標のもと、このような学校は、学習者からの授業中心の学校

から、自ら学習して行くことができる学校に、子供たちの個性を育て、創造性や知的好奇

心により、信頼し学習の主体が子供たちにある学校、40 人の一斉進度学習から大中小の弾

力的学習集団を利用した個別学習を進める学校、学級やクラスの担任授業に TT 方式を導

入、選択制を活用する学校、などと標傍できる。 

これに対応し、いろいろな学習スペースに構築できるよう教室の多目的スペース化、教

材や AV 資料を学習空間に配置するメディアスペース化、ゆとりや楽しさを与える学習環

境の人間化、地域の学習者の活用に応える開かれた場づくりなどが学校建築のメインコン

セプトになり、この 20 年来、その動きは小学校建築に定着するようになった公立学校に

おける日本の画的な学校建築からの変革第 1 号として、この中部小学校のもつ意義は大き

い[7] 

 

図 8 中部小学校写真     図 9 中部小学校平面図と学年ユニットの全景写真 

   上：学年ユニット部分の外観    （1，2，3階平面図 学年ユニット図） 

下：移動パネルで大小の学習スペースをつくる 

 

６．最近の本格的な学校複合事例  杉並区立杉並第十小学校 

所在地 東京都杉並区  設計 アルコム  竣工 1986 年 

 

旧蚕糸試験場跡地を、環状七号道路公害に悩む杉並第十小学校の移転用地と、災害危険

度の高い周辺地域の防災公園にするという利用大綱が、国有財産審議会で 1980 年に答申

され、その後住民参加の協議会で、以下の内容が定められた。 

学校と公園が一体となった「学校防災公園」と位置づけ、災害時の地域の人々の安全な

避難を考慮して、塀のない学校と「防災拠点としての学校」を目指した。教育の要望に十

分対応可能な「ゆとりのある学校」を目標とした。具体的には、学年のまとまりを重視し、

教室南側には SRC 造で半スパンずつセットバックする階段状断面を採用して、奥行き
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5.5m のルーフテラスを確保した。逆に北側では上階の跳ね出しが光庭に有効なカバード

スペースを提供している。 

「地域に開かれた」コミュニティスクールを目指す意味で、特別教室・屋内運動場・グ

ランドの地域利用を図り、開放ラウンジ・身障者用工レベーターを設け、特に温水プール

は直接区が管理し、学校優先で利用している。加えて、すべての入口を通り抜け通路のま

わりに配し、複合施設の色合いを強めている。[7] 

図 10 東側上空から望む全景 

 

 

（右）図 11 校舎平面図 

左列：3階、2階、1階の各平面図 

右列：地下 1階、地下 2階の平面図 

右上の写真はヴォールド天井の音楽室 

 

 

Ⅳ．考察 

 

上記学校建築『2 目黒区立八雲小学校分校(現目黒区立宮前小学校)  3 本格的な学校

開放計画の事例 神戸市立高倉台小学校  4 加藤学園初等学校 5 福光町立福光中部小

学校  6 杉並区立杉並第十小学校』は学校という施設が画一化、定型化していない、学

校のオープン化、複合化（他の機能を持った施設を併設）している等の例である。 

学校の建設には、経済性と効率が最優先された規格が今の時代まで変わらず残っている。

さらに悪いことは、当時の施工上の欠陥や質の悪い材料使用が、コンクリートの不良や鉄

骨溶接の不良を生じ、現在、多くの校舎がたった 30 年という短すぎる建物の寿命を引き

起こしている。つまり、早い、安い、悪いのツケが、巨額な建て替え費用となってはね返

ってきたわけだ。[4] [5] 

しかし、上記学校建築例 2～6 はそういったものとは一線を画す。経済性と効率が最優

先された規格から脱しようとした例であるからだ。こういったある意味プロトタイプの学

校建築の果たすべき役割は大きい。今こそこれらの実態をより詳しく精査することが重要

である。しかし、そこから今後の学校建築について某かのモデルを形成する必要はない。

つまり、最初に述べたように学校施設整備の課題は、多面的、横断的に大変広く横たわっ

ているため、全てを満足させるモデルにはなり得ないのは当然のことである。つまり、少
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子化の加速、個性重視の教育方針への転換、週休 2 日制の導入、地域の教育力の導入、コ

ンピューターの出現、地域コミュニティーの核としての役割、そして学校の安全性への確

保等、教育を取り巻く環境も、急速に変化してきている。ここでは、一つのモデルを形成

するのではなく、精査しデータベース化した資産を運用することが重要である。そこで、

未来を予見し、その地域・学校に最も必要とされる要件にフォーカスを当てた学校建築を

目指すべきであり、その時にそれらプロトタイプのデータを生かすべきではないかと考え

る。 

 

Ⅴ．おわりに 

 

学校建築についてハード面から考えるべき点は、これまで述べてきたように多々有るが、

学校危機という視点からフォーカスを当てたときに重要なのは、常に地域社会のなかに学

校は存在しているという意識をもつことだと考える。周辺の人びとから関心をもって見守

られていること。学校内で起きるさまざまな出来事を、地域社会と共有していくことが重

要だと考えられる。決して、塀を高くし、鍵をかけ、有刺鉄線をはりめぐらせることが犯

罪を防ぐことにはならないし、そういった一面的な思考で問題を解決しようとしてはいけ

ない。「見える」ことは「見られること」であり、地域の学校への関心の高さが安全性の高

さにつながる。つまり、地域コミュニティーとしての役割を充分に果たし、その熟成をさ

せることで、安全を確保すべきではないか。したがって、地域とともにある学校を推し進

めていくべきであり、そのためには、学校をどう見せるかが重要な要素となってくる。そ

の方法論をハード面で模索することが、21 世紀の学校環境を安心できる場へと向上させる

上で設計者が最も工夫すべきところである。学校と地域の境界をどうデザインしていくか。

今、日本中の教育施設にとって大きなテーマとなっている。[2] [3] [6] 

本稿では、学校建築の経緯を調べ、特徴的な作品について分析を行った。また学校危機

という観点から考慮すべき点を述べ、今後子どもたちがどのような環境で学ぶべきかを建

築側視点で提案を行った。 

ここで述べた事柄について、今後子どもを育む場としての学校建築を考える上で、少し

でも参考となる点があれば幸いである。 
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To the school to show from the school opened to the community 

 

Sae Maeda* ** 

 

* National Mental Support Center for School Crisis, Collaborate researcher 

** A first class authorized architect office "atelier sae"  

 

 

There was a tragic case in Ikeda Elementary School attached to Osaka-Kyoiku 

University in 2001.  From then on, we have to have come to regarded “crime 

prevention” as an important so that the school protects the life of the student. 

At first, it was concerned that we have recommended “the school opened to the 

community”.  But afterwards, it is gradually recognized that the problem is not solved 

by the partiality to closing. 

In addition, we cannot also ignore the school’s role as the core of the local community 

from the disaster experience of the Great Hanshin Awaji earthquake in l995. 

So the school is the pluralistic existence.  It is also demanded that I make any 

contradicting conditions satisfy.  Therefore I inspect the flows about school 

architecture from the dawn of the school education to the present and suggest in terms 

of school crisis how the ideal school architecture, which is called “the school to show”, 

should be. 

 

Keyword：School architecture, the school opened to the community, an area, a school to 

show, a school crisis 


